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資料１第１回宇都宮地域医療構想調整会議並びに
宇都宮構想区域病院及び有床診療所会議 合同会議



１． 現行の地域医療構想について（厚生労働省方針）

2. 次期地域医療構想について（厚生労働省方針）

3. 本県の地域医療構想の進め方について
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本資料の構成



１．現行の地域医療構想について
（厚生労働省の方針）
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→ 厚生労働省HP（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000080850.html#shien）
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厚生労働省説明会資料
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厚生労働省説明会資料
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厚生労働省説明会資料



２．次期地域医療構想について
（厚生労働省の方針）
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３．本県の地域医療構想の進め方
について
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本県における主な取組事項（案）

○ 県地域医療構想調整会議の見直し及び議長連絡会の設置

○ 各構想区域の地域医療構想調整会議における議論の活性化に向けた見直し

○ 推進区域（またはモデル推進区域）の設定

○ 病床機能報告上の病床数と地域医療構想における将来の必要病床数の差異の検証
→ 定量基準やDPCデータによる評価

○ 医療データ分析の実施
→ 医療介護の将来需要推計、DPCデータや病床機能報告等を用いた病院ごとの診療
実績の見える化

○ 県立病院のあり方検討

○ 救急医療のあり方検討

○ 次期地域医療構想の策定（R8年度）を見据えたグランドデザイン（基本構想）の検討
→ （イメージ） ・ 県全体及び地域における入院、外来、救急、在宅医療・介護/地域包括

ケアシステムのあり方
・ 入院医療機関の役割分担・連携のあり方
・ 分野・事業ごとの連携体制のあり方
・ 医療介護人材確保の取組 等
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地域医療構想調整会議のテーマ（案）
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検討事項
令和6（２０２４）年度 令和7（２０２５）年度

第1回 第2回 第3回 第4回 第1回 第2回 第3回 第4回

レクチャー
地域医療構想

WG
医療の展望

医療・介護制
度の動向

推進区域 ● ● ● ● ●

医療（病床）機能
の分化・連携※

（医療需要の
変化への対
応）

医療提供体
制の課題

医療提供体
制の課題

医療提供体
制の課題

今後の対応
方針（案）

今後の対応
方針（案）

今後の対応
方針（案）

今後の対応
方針（案）

検討事項
令和6（２０２４）年度 令和7（２０２５）年度

第1回 第2回 第3回 第1回 第2回 第3回

病床数の差異 ● ●

地域における医
療提供体制の課
題と今後の対応
方針（案）

地域における医
療提供体制の課
題と今後の対応
方針（案）

医療需要の変化
への対応

● ● ●

医療（病床）機能
の分化・連携

● ● ●

救急医療 ● ●

外来、在宅医療・
介護

● ●

＜構想区域＞

＜県＞

※救急医療のあり方検討会、在宅医療推進協議会の検討状況と合わせて協議を進める。

※推進区域に指定された区域においては、区域対応方針の策定・推進に向けて協議を進める。（会議の開催回数が増える可能性あり）



令和６（2024）年度の地域医療構想に係るスケジュール(案)

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

厚生労働省

都道府県

（推進区域）

（推進区域以外）

医療機関

データ分析

●（中旬～）都道府県に推進区域の提示（本県：5/15）

● （下旬）推進区域について都道府県と合意

●（6/14）
第１回県調整会議

●（上旬）ＷＧに推進区域の設定等を報告

●（７月中）都道府県に通知（ＷＧに報告した内容）

第１回 第２回
第４回
合同会議

第３回
合同会議

●第2回
県調整会議

●第３回
県調整会議

●第４回
県調整会議

第３回

●（5/9）都道府県に推進区域の基準の提示

モデル推進区域に対するアウトリーチの伴走支援

合同会議合同
会議

合同会議

※合同会議・・・地域医療構想調整会議・病院及び有床診療所会議 合同会議

→推進区域対応方針の決定

対応方針に基づく取組の実施・推進

【共通】
→推進区域の設定
について（地域医療構想
の進め方について）

→病床機能報告上の
病床数と必要病床
数との差異につい
て
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対応方針に基づく取組の実施・推進

必要病床数との差異

医療提供の状況と需要推計

国保レセプトデータの活用・介護レセプトデータ等の活用

具体的対応方針に基づく自主的な取組・県への意見回答等



医療介護提供体制の課題整理／今後の対応方針の検討等

令和６（２０２４）年度

・ 必要病床数との差異の議論については、定量的基準の導入等によ
り一旦区切りを付ける。
・ 今後は、各構想区域における医療介護提供体制に関する課題につ
いて、毎回、テーマを絞って協議を進める。

※ 前半の会議では、救急医療提供体制等どの構想区域においても課題
となっているものを取りあげるが、今後は各構想区域の実情に応じて
優先度が高いものを中心に協議していく。

（案） 地域医療構想調整会議等における今後の協議の流れ

令和７（２０２５）年度

・ 上記課題に対して、今後の対応方針（案）に係る協議を進める。

※ より具体的な内容を詰めるため、必要に応じて部会を設置して、協議
を行う。

→ 左例のような一覧表により課題を取りまとめ、見える化する。
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令和8（２０２6）年度

・ 次期地域医療構想の策定
・ 課題の解決に向けた取組の検討、実施


